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　人口の動き

　10月1日現在
男5．231（＋4）

女5．301（＋7）

計10．532（＋11）
世帯数2。369（＋2）

（）内は前月との比較
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総合センター分室

建設にも着手

　
北
原
に
建
設
中
の
消
防
分
遣
所
と
幽
団
の
町

用
地
内
に
総
合
セ
ン
タ
ー
分
室
の
建
設
が
決
ま

り
、
さ
る
四
日
、
地
鎮
祭
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
写
真
）
。
こ
の
分
室
に
は
、
集
会
場
（
作
業

室
兼
用
）
の
ほ
か
事
務
室
、
食
堂
兼
休
息
室
や

生
徒
の
寄
宿
施
設
が
同
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
o



第182号（2）（禦覇憂麗昌）しにわカ》報広昭和48年10月10日

「
9
1
0
1
・
I
l
I
o
g
l
l
l
l
l
I
l
I
l
l
I
I
l
l
1
9
直
，
1
－
l
o
o
o
o
l
I
I
，
一
一
l
l
－
1
，
I
l
唇
1
，
0
1
1
1
1
1
1
0
0
－
I
l
o
ー
，
I
l
o
o
，
0
9
0
1
1
1
1
ー
巳
5
0
1
1
1
1
ー
ー
ー
ー
I
l
ー
ト
ー
I
l
l
o
o
，
I
o
I
l
1
5
1
1
1
1
1
－
1
腰
1
9
9
1
0
1
1
1
1
0
曾
o
l
o
1
9
1
1
0
1
0
1
1
9
1
曾
－
陰
1
9
9
1
1
1
5
じ
l
l
1
9
1
9
1
1
0
1
1
0
1
1
1
1
0
1
0
5
1
0
1
1
1
1
1
，
I
l
l
l
I
o
I
ー
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　－　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　一　　　　一　　　一　　　〇　　　一　　碑　　一　　一　・　層
剛甲一

消
防
分
遣
所
の
業
務
を
開
始

　
　
通
報
は
『
火
事
！
』
　
『
救
急
車
！
』

　
十
日
町
地
域
消
防
暑
の
川
西
分
遣

所
が
今
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

消
防
活
動
と
救
急
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
分
遣
所
の
職
員
は
九
人
（
常
駐
四

人
）
で
、
消
防
自
動
車
一
台
、
救
急

で

自
動
車
一
台
の
編
成
で
す
が
、
川
西

分
遣
所
に
配
置
予
定
の
救
急
自
動
車

は
、
納
入
が
遅
れ
る
た
め
、
し
ぱ
ら

く
、
川
酉
町
で
発
生
し
た
救
急
事
故

に
つ
い
て
は
本
署
か
ら
出
動
し
ま
す

　
火
災
・
救
急
の
通
報
は
、
千
手
・

橘
・
仙
田
各
局
の
加
入
者
は
、
交
換

手
に
「
火
事
」
　
「
救
急
車
」
と
告
げ

て
分
遣
所
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
業
務
連
絡
と
火
災
等
の
問
い

合
わ
せ
は
、
千
手
局
七
五
番
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
分
遣
所
庁
舎
は
、
霜
条
地

内
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二

階
建
、
延
べ
二
百
四
十
六
平
方
メ
ー

ト
ル
（
約
七
十
四
坪
）
で
、
現
在
、

工
事
中
で
す
。

　
ま
た
、
も
よ
り
は
、
川
西
中
学
校

バ
ス
停
の
む
か
い
側
、
有
線
放
送
の

連
絡
は
上
野
・
橘
九
二
〇
一
番
、
千

手
は
一
一
〇
五
番
で
す
。
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老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
改
善

㎜
月
か
ら

　
十
月
一
日
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上
七

十
歳
未
満
の
ね
た
き
り
老
人
等
（
国
民

年
金
法
別
表
に
該
当
す
る
程
度
の
廃
疾

の
状
態
に
あ
る
者
）
が
、
七
十
歳
以
上

の
老
人
と
同
じ
く
、
国
の
老
人
医
療
費

支
給
制
度
の
該
当
を
受
け
て
、
医
療
費

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
認
定
は
、
次
に
よ
っ
て
行
な
い
ま
す

t
国
民
年
金
法
に
よ
る
認
定
を
受
け

　
た
一
、
二
級
の
か
た

a
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
の

　
一
級
か
ら
三
級
の
か
た

a
同
表
四
級
の
う
ち
音
声
機
能
、
言

ハ
・
　
　
田
ん
ぼ
の
地
味
が
衰
え
て
き
て
い

一
　
ま
す
。
自
然
の
栄
養
（
た
い
ひ
）
を

“
　
施
し
、
土
地
本
来
の
活
力
を
よ
み
が

ロ

…
え
ら
せ
、
み
ん
な
で
よ
い
コ
メ
、
豊

一〇響一曹一一一一一辱響

町
も
制
度
化

　
語
機
能
の
障
害
者
及
ぴ
下
肢
障
害
の

　
一
号
、
三
号
、
四
号
の
か
た

蕉
　
厚
生
年
金
保
険
法
等
、
年
金
各
法

　
に
よ
り
障
害
ま
た
は
廃
疾
で
年
金
を

　
受
け
て
い
て
、
廃
疾
程
度
が
別
表
一

に
該
当
す
る
か
た

　
な
お
、
所
得
制
限
そ
の
他
は
、
七
十

歳
以
上
の
老
人
の
場
合
と
同
様
で
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
、
町
の
事
業
と
し
て

町
内
に
居
住
す
る
六
十
五
歳
か
ら
七
十

歳
未
満
の
常
時
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人

重
症
心
身
障
害
者
〔
重
度
の
精
神
薄
弱

と
重
度
の
肢
体
不
自
由
（
一
級
ま
た
は
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か
な
生
産
を
目
ざ
し
て
い
き
ま
し
よ

う
。　

で
も
、
一
年
き
り
で
は
ダ
メ
で
す

貯
金
と
同
じ
こ
と
で
、
毎
年
続
け
て

ワ
ラ
は
焼
か
ず
に
…
…

こ
そ
、
そ
の
効
果
が
だ
ん
だ
ん
出
て

き
ま
す
。

　
十
ア
ー
ル
当
た
り
、
ワ
ラ
七
百
キ

ロ
の
投
下
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

二
級
）
が
重
複
し
て
い
る
か
た
〕
、
重

度
精
神
薄
弱
者
（
知
能
指
数
三
十
五
以

下
）
、
重
度
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
一
、
二
級
の

か
た
）
で
、
日
常
生
活
の
基
本
動
作
が

困
難
で
、
個
別
的
な
介
助
を
必
要
と
し

て
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
か
た
に
つ

い
て
も
、
申
請
に
よ
っ
て
医
療
費
が
無

料
化
さ
れ
る
老
人
医
療
費
及
ぴ
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
さ
る
二
十
七
日

の
町
議
会
九
月
定
例
会
で
条
例
が
議
決

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
以
上
、
い
ず
れ
も
、
わ
か
る
範
囲
の

か
た
が
た
に
も
、
受
給
資
格
証
の
交
付

を
受
け
る
よ
う
連
絡
し
ま
し
た
が
、
な

お
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
社

会
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
に
。
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十
四
日
か
ら

　
　
行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
、
広
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
制
度
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
今
年
度
も
、
こ
の
十
四

日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
行
政
相
談
週
間

と
し
て
、
全
国
的
に
、
種
々
の
行
事
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

　
当
町
で
も
、
期
間
中
に
次
の
行
事
を

実
施
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、
国
・
県
・
町

そ
の
他
公
団
・
公
社
・
公
庫
等
に
意
見

や
要
望
、
苦
情
を
お
も
ち
の
か
た
は
、

こ
の
機
会
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

　
　
　
仙
田
出
張
所
で
出
張
相
談

◎
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

　
　
　
役
場
で
定
例
相
談

◎
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

　
　
　
役
場
で
、
午
前
と
十
七
日
の
相

　
　
　
談
内
容
の
う
ち
町
に
関
係
し
た

　
　
　
事
項
に
っ
い
て
、
関
係
者
が
参

　
　
　
集
し
て
合
同
会
議

苦
情
・
意
見
等
は

　
　
　
　
遠
慮
な
く

　
行
政
相
談
は
、
こ
う
し
た
週
間
内
に

か
き
ら
ず
、
委
員
（
当
町
で
は
、
中
央

町
・
太
田
長
栄
さ
ん
、
電
話
”
千
手
局

二
二
〇
番
）
の
自
宅
で
随
時
受
け
付
け

ま
た
、
巡
回
相
談
や
共
同
相
談
を
開
設

し
て
便
を
は
か
っ
て
も
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
相
談
の
お
も
な

も
の
は
、
事
務
処
理
の
不
適
切
、
申
請

手
続
き
、
公
共
施
設
の
管
理
・
監
督
・

取
り
締
ま
り
の
状
況
、
交
通
安
全
対
策

公
害
、
年
金
、
保
険
等
々
で
す
。

　
ご
相
談
は
、
直
接
、
口
頭
が
望
ま
し

い
の
で
す
が
、
簡
単
な
も
の
は
手
紙
で

も
電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
、
取
り
扱
い

は
無
料
、
名
前
を
出
し
た
く
な
い
か
た

に
は
ご
希
望
に
そ
い
ま
す
か
ら
、
遠
慮

な
く
利
用
ね
が
い
ま
す
。

軽
自
動
車
の
検
査

　
　
一
日
か
ら
開
始

　
十
月
一
日
か
ら
、
軽
自
動
車
の
検
査

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会

が
行
な
う
検
査
を
受
け
て
、
自
動
車
検

査
証
を
備
え
、
検
査
標
章
（
ス
テ
ッ
カ

ー
）
を
は
ら
な
い
と
、
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
現
在
、
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て

使
っ
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車

届
出
済
証
の
届
出
年
月
日
に
よ
っ
て
検

査
期
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
期
限
は
、
届
出
年
月
日
が

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前

の
も
の
は
今
月
末
、
四
十
二
年
一
月
一

日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

も
の
は
十
一
月
末
日
、
四
十
三
年
一
月

一
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の

も
の
は
十
二
月
末
日
と
な
っ
て
お
り
、

以
下
、
こ
ま
か
く
期
限
が
き
ざ
ま
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
税
務
課
ま
で
お
尋
ね
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
の
新
潟

県
の
検
査
場
は
、
新
潟
市
大
形
本
町
一

一
七
ー
二
（
電
話
七
五
ー
五
八
四
五
）

に
あ
り
ま
す
。

山
野
田
住
宅
分
譲
地

　
　
　
町
名
は
「
栄
町
」
と

　
か
ね
て
、
建
設
・
分
譲
を
進
め
て
き

た
山
野
田
の
住
宅
団
地
（
旧
国
鉄
宿
舎

跡
）
に
つ
い
て
、
一
部
世
帯
が
入
居
し

た
の
を
機
会
に
、
町
内
名
を
決
め
て
町

政
事
務
嘱
託
員
を
置
く
方
針
に
基
づ
い

て
ま
ず
町
内
名
を
入
居
者
（
予
定
者
を

含
む
）
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
九
人
か
ら
応
募
が
あ
り

十
数
点
の
候
補
名
の
う
ち
、
最
終
的
に

は
町
長
決
定
で
「
栄
町
」
と
い
う
名
が

誕
生
し
、
四
十
八
番
目
の
町
内
と
し
て

仲
間
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
九
月
分
】

囹
寄
贈
者
（
敬
称
略
）

登
坂
久
治
（
赤
谷
）
　
小
林
亮
治
（
中

仙
田
）
　
佐
藤
富
蔵
（
中
島
町
）

囹
お
も
な
入
手
品

火
の
し
（
火
更
斗
）
　
日
時
計
　
矢
立

て
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秋晴れの日ざしをあびて、のどかな

遠足の列が続く、でも、ちょっぴり

足が痛そう（4日、中央町で）

お年寄りの草取り奉仕、山野田住宅
団地内の町有住宅地や環状道路の除
草に中屋敷の老人クラブの皆さんが
1日の奉仕を買ってでて
　　　　　　　　（先月末、現地で）

秋に、お年寄りと子ども1

たちをスケッチ　　　　i

100周年の記念式典を間近に、伝統

を受けつぐ元気な子等がきょうは校内

マラソン大会で力走する㊤日、千手小で）

幼稚園と保育所の合同の運動会で無
邪気な笑顔がグラウンドいっぱいに
あふれる。　（6日、川西幼稚園で）

灘

犯
月
は
、
保
険
料
の

　
算
定
替
え
の
月

　
四
月
か
ら
暫
定
徴
収
を
し
て
い
ま
し

た
国
保
の
保
険
料
を
、
今
月
か
ら
、
本

算
定
に
よ
っ
て
改
定
し
ま
す
。

　
本
算
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
て
、
十
月
以
降
三
月
ま
で
の
月
割
り

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
も
し
保
険
料
の
比
較

を
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
月
々
で
な

く
年
額
で
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

国保料の算定基準

1・所得割（4・％）：47年所得（馨馨響得）×需

頒産割（1・％）：固定資産税額焔も馨

a均等割（35％）：一一人当り　2，898円

4．平等割（15％）：一世帯当り4，715円

　
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
算
出
し
た
年
額

か
ら
暫
定
徴
収
分
を
引
い
た
残
り
に
つ

勤
労
者
住
宅
資
金

申
込
み
期
限
は
今
月
末

　
県
は
、
現
在
、
勤
労
者
住
宅
資
金
の

貸
し
付
け
を
次
に
よ
り
行
な
っ
て
い
ま

す
。

一
、
　
貸
付
け
対
象
者

　
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築

　
増
改
築
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る

勤
労
者

二
、
　
貸
付
け
条
件

e∈）⇔四

貸
付
け
金
額
：
：
三
十
万
円

　
以
上
百
万
円
ま
で
の
十
万
円

き
ざ
み
の
顎

利
率
：
：
年
七
・
五
’
％

償
還
方
法
：
：
十
年
以
内
の

　
元
金
均
等
月
賦
償
還

そ
の
他
：
．
・
住
宅
金
融
公
庫

融
資
の
併
用
可
能

三
、
　
申
込
み
取
扱
い
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
・
北
越
銀
行
・
新
潟
相

　
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀
行
の
各
本
、

　
支
店

　
詳
し
い
こ
と
は
、
県
労
政
課
・
労
政

事
務
所
（
支
所
）
・
金
融
機
関
へ
。

補
聴
器
の

　
　
巡
回
相
談

　
補
聴
器
に
つ
い
て
の
巡
回
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
補
聴
器
の
正
し
い
取
り
扱

い
方
、
そ
の
他
、
補
聴
器
に
関
す
る
相

談
ご
と
を
お
も
ち
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
。

　
ま
た
、
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
や
整

備
に
も
応
じ
ま
す
。
相
談
と
簡
単
な
修

理
、
点
検
は
無
料
で
行
な
い
ま
す
。

鵡
｛
贈
灘
難

　
身
障
者
手
帳
・
戦
傷
者
手
帳
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
補
聴
器
の
交
付
ま
た
は

修
理
に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら

印
鑑
と
と
も
に
携
行
さ
れ
る
よ
う
。
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自
動
車
盗
や

　
　
　
車
上
ね
ら
い
に
ご
注
意
！

　
農
繁
期
か
ら
行
楽
期
へ
と
、
家
を
る

す
に
す
る
機
会
が
続
き
、
つ
い
、
す
き

が
生
じ
や
す
く
な
り
、
あ
き
巣
ね
ら
い

自
動
車
盗
な
ど
が
発
生
し
が
ち
で
す
。

　
次
の
点
に
配
慮
し
な
が
ら
、
毎
日
を

無
事
に
過
ご
し
ま
し
よ
う
。

　
　
あ
き
巣
ね
ら
い

　
　
　
　
　
の
　
防
　
止

　
た
い
せ
つ
な
財
産
を
守
る
に
は
、
み

な
さ
ん
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意
が
必

要
で
す
。

　
戸
締
り
は
、
玄
関
だ
け
で
な
く
、
裏

口
や
窓
な
ど
全
部
の
出
入
口
に
ガ
ッ
チ

リ
と
か
き
を
か
け
る
。
　
「
家
庭
締
め
」

な
ど
補
助
錠
を
利
用
し
て
効
果
を
高
め

る
。
る
す
に
す
る
と
き
は
、
近
所
に
、

る
す
宅
の
見
回
り
を
頼
む
。
忙
し
く
と

も
、
時
々
、
家
の
見
回
り
を
す
る
よ
う

心
が
け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　
次
に
、
居
あ
き
盗

　
　
　
　
　
の
　
防
　
止

　
居
あ
き
盗
と
い
う
の
は
、
台
所
仕
事

夕
食
、
入
浴
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と

き
な
ど
、
こ
っ
そ
り
、
裏
四
等
か
ら
は

い
り
込
ん
で
金
品
を
盗
む
と
い
う
や
り

方
で
、
最
近
、
農
村
地
帯
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
必
要
以
外
は
、
窓
や
出
入
口
は
開
放

し
た
り
無
施
錠
の
状
態
に
し
て
お
か
な

い
。
在
宅
中
で
も
、
時
々
、
家
庭
内
の

見
回
り
を
励
行
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
次
に
、
自
動
車
盗

　
　
　
　
　
の
　
防
　
止

　
自
動
車
盗
と
、
車
の
中
か
ら
物
を
盗

む
車
上
ね
ら
い
の
被
害
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
盗
ん
だ
車
を
利
用
し
た
強
盗

や
婦
女
暴
行
、
ド
ロ
ボ
ウ
な
ど
の
犯
罪

が
、
し
き
り
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
愛
車
が
盗
ま
れ
た
う
え
、

空
巣
シ
ー
ズ
ン

お
出
か
け
に
は

一
声
か
け
て
カ
ギ
か
け
て

η

⊇

　
他
の
犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
り
し
な
い
た

　
め
、
特
に
、
次
の
点
に
十
分
ご
注
意
ね

が
い
ま
す
。

　
＊
車
は
、
必
ず
車
庫
に
入
れ
て
お
く

　
　
こ
と
。
被
害
の
八
割
近
く
が
青
空
路

　
　
上
駐
車
の
車
で
す
。

　
Φ
Φ
車
に
は
、
必
ず
か
き
を
か
け
る
こ

　
　
と
。
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
車
で
も
、

　
　
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
キ

　
　
　
　
　
ー
を
抜
き
と
り
、
ド
ア
の

　
　
　
　
　
か
き
を
完
全
に
か
け
ま
し

　
　
　
　
　
　
ょ
う
。

　
　
　
　
　
＊
車
内
に
貴
重
品
を
お
か

　
　
　
　
　
　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
一
般
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
盗
難
防
止

走
　
　
大
金
は
家
に
お
か
ず
、
金

　
　
　
　
　
融
機
関
に
預
け
て
、
通
帳
と

　
　
　
　
　
印
鑑
は
別
々
に
保
管
し
、
や

　
　
　
　
　
む
を
え
ず
金
を
家
に
置
く
場

　
　
　
　
　
合
、
置
く
期
間
を
短
く
し
て

　
　
　
　
　
保
管
場
所
に
く
ふ
う
す
る
こ

　
　
　
　
　
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
見
か
け
な
い
人
、
あ
や
し

　
　
　
　
　
い
者
を
見
た
ら
、
す
ぐ
に
、

　
　
　
　
　
一
一
〇
番
へ
届
け
る
よ
う
。

＼
　、

、
　

　　G7
　
　
携
勝

一

δ

　
　
　
　
　
　
　
4
㌘
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
潭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
オ
　
　
じ

　
　
　
し

め
よ
・
）

エ
ン
ジ
ン
直
結
の
車
な
ど
が
放
置
さ
れ

て
い
た
ら
、
ナ
ン
バ
ー
、
特
徴
等
を
警

察
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
｛
＋
日
町
地
区
連
合
防
犯
協
会

　
　
　
　
＋
日
町
警
察
署

自
動
車
税
、

　
　
　
納
期
限
は
今
月
末

　
今
月
三
十
一
日
は
、
県
税
・
自
動
車

税
第
二
期
分
の
納
期
限
で
す
。
期
限
内

の
自
主
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
納
税
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
ま
た
は
当
財
務
事
務
所
へ
払
い

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
国
税
モ
ニ
タ
ー
に

　
　
南
雲
　
良
さ
ん

　
こ
の
ほ
ど
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
に
中
屋

敷
の
南
雲
良
さ
ん
（
主
婦
）
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
納
税
者
と
役
所
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

　
税
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
苦
情
等
を

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
南
雲
さ
ん

は
、
電
話
“
千
手
局
六
二
〇
〇
番
、
有

線
”
千
手
四
〇
一
一
番
で
す
。

田
中
さ
ん
か
ら

　
　
　
香
典
返
し

　
こ
の
ほ
ど
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
て
て
、
田
中
利
八
さ
ん
（
仁
田
）

か
ら
さ
る
九
月
二
十
六
日
に
な
く
な
ら

れ
た
妻
ヨ
リ
さ
ん
の
香
典
返
し
の
意
味

で
、
一
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

自
力
で
、
大
学
を

　
　
　
志
す
か
た
へ

　
毎
日
育
英
会
で
は
、
自
力
で
東
京
及

ぴ
そ
の
周
辺
の
大
学
・
予
備
校
ま
た
は

各
種
学
校
に
進
学
す
る
学
生
を
対
象
に

目
下
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
む
き
は
、
東
京
都

新
宿
区
西
大
久
保
四
の
一
七
〇
　
毎
日

新
聞
早
稲
田
別
館
内
　
毎
日
育
英
会
へ

詳
細
を
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
。

納
税
メ
モ

今
月
は
住
民
税
第
三
期

分
の
納
期
で
す
。
期
限
内
納
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
が
、
十
月

分
か
ら
τ
％
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
電
灯
電
力
料
が
月
一
千
円
以
上

の
場
合
、
六
％
の
税
金
が
加
算
さ

れ
て
集
金
さ
れ
ま
す
（
い
ま
ま
で

は
、
月
八
百
円
以
上
で
七
，
％
の
加

算
で
し
た
．
）

　
昨
年
一
か
年
間
、
町
で
集
金
さ

れ
た
電
気
料
は
八
千
八
百
万
円
で

う
ち
町
税
と
し
て
収
納
さ
れ
た
額

は
、
六
百
十
四
万
八
千
円
で
し
た

一
世
帯
平
均
に
す
る
と
、
三
万
八

千
円
の
電
気
料
金
、
う
ち
税
金
二

千
六
百
円
に
な
る
計
算
で
す
。

　
防
犯
ベ
ル
を
と
り
つ
け
る

　
以
上
が
た
い
せ
つ
で
す
。

万
一
の

　
　
　
場
合
は

　
万
一
、
被
害
に
か
か
っ
た

ら
、
現
場
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
、
で
き
る
だ
け
早
く
警
察

に
届
け
る
よ
う
。

　
家
の
ま
わ
り
に
、
見
か
け

な
い
足
跡
が
あ
っ
た
り
、
屋

内
を
は
じ
め
、
出
入
口
や
窓

に
不
自
然
な
点
が
あ
っ
た
ら

被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

警
察
に
届
け
る
よ
う
。

　
ま
た
、
所
有
者
不
明
の
車

：
●
。
●
卍
・
9
●
．
●
．
．
卍
・
．
◎
．
。
．
。
卍
．
㌦
．
．
．
．
●
卍
．
．
・
．
・
．
・
．
。
．
～
・
．
・
．
・
卍
．
％
・
．
・
．
藁
．
い
．
・
．
・
’
．
●
一

翻
戸
籍
の
窓
か
ら
綿

9
静
・
●
・
●
労
・
●
．
●
・
●
卍
9
．
・
．
●
．
●
“
・
．
●
．
●
．
。
“
・
．
、
◎
．
．
一
．
9
．
．
・
．
●
卍
．
．
・
．
・
．
・
卍
．
9
・
．
・
．
・
卍
．
．

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

藤
巻
　
典
仁
　
建
一
　
二
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